
　

Ｉ
Ｄ
Ｂ　
　
　
　
　

　

Ｉ
Ｄ
Ｂ
と
は
中
南
米
地
域
の
開
発
途

上
国
の
経
済
的
・
社
会
的
開
発
の
促
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
国
際
開
発
金
融
機
関
で
、
本
部

は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
り
、
米
国
を
は
じ

め
と
す
る
米
州
域
内
の
域
内
国
二
十
八

カ
国
の
ほ
か
、
今
年
、
総
会
が
開
催
さ

れ
た
イ
タ
リ
ア
や
我
が
国
の
よ
う
な
域

外
国
十
八
カ
国
の
四
十
六
カ
加
盟
国
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
は
一
九

七
六
年
七
月
に
他
の
域
外
国
と
と
も
に

加
盟
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
域
外

国
中
第
一
位
の
出
資
国
と
し
て
積
極
的

な
貢
献
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会　
　
　

　

Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
は
、
毎
年
一
回
開
催
さ

れ
る
世
界
最
大
級
の
国
際
会
議
で
あ

り
、
我
が
国
で
も
一
九
九
一
年
に
名
古

屋
市
で
開
催
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｄ
Ｂ
加
盟
国
の
財
務
大
臣
、
中
央
銀

行
総
裁
等
の
政
府
代
表
団
や
国
際
機

関
、
民
間
金
融
機
関
等
の
首
脳
が
一
堂

に
会
し
、
米
州
地
域
の
経
済
開
発
に
関

す
る
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｄ
Ｂ
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
意
思
決

定
が
な
さ
れ
る
総
会
の
ほ
か
、
並
行
し

て
セ
ミ
ナ
ー
や
多
彩
な
歓
迎
行
事
、
ツ

ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
多
く
の
協
賛
事
業

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
中
南

米
地
域
の
民
間
中
小
企
業
へ
の
投
融
資

に
よ
る
地
域
経
済
の
開
発
促
進
を
目
的

と
し
た
Ｉ
Ｉ
Ｃ
総
会
も
開
催
さ
れ
、
内

外
合
わ
せ
て
四
千
人
を
上
回
る
参
加
が

あ
り
ま
す
。
今
年
の
ミ
ラ
ノ
総
会
に
お

い
て
も
、
総
会
直
前
の
三
月
二
十
日
に

イ
ラ
ク
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
四
千
人
近
く
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

開
催
の
意
義　
　
　
　

　

同
総
会
を
我
が
国
で
開
催
す
る
こ
と

は
、
中
南
米
諸
国
に
対
す
る
我
が
国
の

経
済
協
力
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
、
経
済
協
力
に
対
す
る
我
が
国
の

積
極
姿
勢
を
世
界
各
国
に
示
す
絶
好
の

機
会
と
な
る
ほ
か
、
中
南
米
地
域
に
多
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三
月
二
十
四
日
〜
二
十
六
日
に
ミ
ラ
ノ
（
イ
タ
リ
ア
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
四
十
四
回
米

州
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｄ
Ｂ
）
年
次
総
会
・
第
十
八
回
米
州
投
資
公
社
（
Ｉ
Ｉ
Ｃ
）
年
次
総
会
に
お
い

て
、
二
〇
〇
五
年
の
第
四
十
六
回
Ｉ
Ｄ
Ｂ
年
次
総
会
・
第
二
十
回
Ｉ
Ｉ
Ｃ
年
次
総
会
の
沖
縄
開
催

（
四
月
十
日
〜
十
二
日
）が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

2003年３月　ＩＤＢミラノ総会

中南米諸国の開発プロジェクトに対する融資

イグレシアスＩＤＢ総裁



く
の
移
民
を
送
り
出
し
て
き
た
沖
縄
県

に
と
っ
て
も
、
中
南
米
地
域
を
援
助
対

象
地
域
と
す
る
Ｉ
Ｄ
Ｂ
の
総
会
を
沖
縄

で
開
催
す
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
も

の
と
い
え
ま
す
。

　

経　

緯　
　
　
　
　

　

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
平
成
二
〇
〇

〇
年
七
月
の
「
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

首
脳
会
合
」
の
成
果
を
踏
ま
え
、
沖
縄

県
の
振
興
発
展
と
国
際
リ
ゾ
ー
ト
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
大

き
な
飛
躍
の
契
機
と
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｄ

Ｂ
総
会
の
沖
縄
県
へ
の
誘
致
に
つ
き
国

に
対
し
て
強
く
要
望
を
行
い
、
こ
れ
を

受
け
て
、
国
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
〇

年
六
月
の
「
国
際
会
議
等
各
種
会
議
の

沖
縄
開
催
の
推
進
に
つ
い
て
」
閣
議
了

解
を
踏
ま
え
、
宮
沢
蔵
相
が
Ｉ
Ｄ
Ｂ
イ

グ
レ
シ
ア
ス
総
裁
に
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
の
沖

縄
開
催
を
要
請
し
た
ほ
か
、
二
〇
〇
二

年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
・

フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
総
会
で
は
、
我
が
国

の
総
務
演
説
に
お
い
て
、
二
〇
〇
五
年

の
年
次
総
会
を
沖
縄
県
に
招
致
し
た
い

旨
表
明
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｄ
Ｂ
総
会
誘
致

に
向
け
積
極
的
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
に
お
け
る
具
体
的
な
動
き
と
し

て
は
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
、

平
成
二
〇
〇
二
年
五
月
に
沖
縄
総
合
事

務
局
長
を
本
部
長
と
す
る
「
誘
致
準
備

本
部
」
を
設
置
し
た
ほ
か
、
沖
縄
県
に

お
い
て
も
、
知
事
を
会
長
と
し
て
県
及

び
地
元
経
済
界
二
十
八
団
体
で
構
成
す

る
「
沖
縄
誘
致
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ

誘
致
活
動
に
積
極
的
に
取
組
み
、
二
〇

〇
二
年
六
月
の
Ｉ
Ｄ
Ｂ
イ
グ
レ
シ
ア
ス

総
裁
が
沖
縄
に
訪
れ
た
際
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
会
場
予
定
施
設
等
の
視
察
に
対
応

し
た
ほ
か
、
二

〇
〇
二
年
十
二

月
に
、
沖
縄
開

催
が
可
能
か
ど

う
か
を
検
討
す

る
た
め
に
来
沖

し
た
Ｉ
Ｄ
Ｂ
調

査
団
に
対
し
て

も
、
会
場
予
定

地
施
設
、
宿
泊

施
設
等
の
調
査

に
対
応
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
の
取
組
み　
　
　

　

今
回
の
ミ
ラ
ノ
総
会
で
の
二
〇
〇
五

年
Ｉ
Ｄ
Ｂ
沖
縄
総
会
の
開
催
決
定
は
、

こ
う
し
た
多
く
の
活
動
や
関
係
者
の
協

力
が
実
を
結
ん
だ
成
果
で
あ
り
、
そ
の

結
果
が
、
大
き
な
一
歩
に
つ
な
が
っ
た

と
い
え
ま
す
。

　

開
催
決
定
を
受
け
て
、
四
月
二
十
五

日
、
関
係
行
政
機
関
に
協
力
を
求
め
る

閣
議
の
了
解
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
会
を
誘
致
す
る

た
め
の
活
動
か
ら
、
総
会
を
実
施
す
る

た
め
の
活
動
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
に
続
く
最
大
規
模
の

国
際
会
議
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
沖
縄
県
を
国
際
交
流
拠
点
と
し
て

の
地
位
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
方
々
の
協
力
が

不
可
欠
と
な
っ
て
き
ま
す
。
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